パナマ短信―２（30-06-2003）

４月23日にDavidに着任しました。パナマ市から西へ480 km、東京から大阪へ移動するような感じで、飛行機で１時間、高速バスで７～８時間、車で６時間前後です。

この町はChiriquí県*（全国に９つの県がある）の中心都市で、人口は124,000人。セントロの公園を中心に南北に走る道路４本、東西に走る道路８本に囲まれた地域が中心街で、いろいろな店がいっぱいあって何でも手に入ります。電気器具店、衣料品店、靴や、文房具店、ＤＰ写真店、インターネット店、スーパーマーケット、レストランなど。また、日本で流行っている100円ショップ店の代わりに１ドルショップ店が沢山あります。Davidからバス路線が各地に延びている関係で、これらの人達を狙って衣料品・靴・家庭用品・生活雑貨・電気器具などありとあらゆる物を取りそろえた大きな店が何軒も軒を連ね、音楽をがんがん鳴らして客引きに精を出し、いつも賑わっています。

　　　註：Chiriquí はチリキと発音し、（í）の部分を強く発音します
市内の道路は縦横に通っていて分かりやすいのですが、信号は一つもなく、かつ中心街は一方通行です。なお、パナマとコスタリカを結ぶパンアメリカン道路は市の外側を迂回し、ここから１時間も走ればコスタリカとの国境へ着きます。

レストランは、日本料理店こそはありませんが、中華料理、イタリー料理、パナマ料理などいろいろあり、ペルーの名物料理、セビッチェ（魚料理）もおいしく食べられます。スーパーマーケットも少なくとも５つはあります。３～４種類の魚、エビ、イカ、貝なども氷を枕にして並んでいます。鮮度が疑問ですので、生で食べるのは少し恐ろしいですが。

　Davidは、５月から雨期に入って曇りがちの日が多くなり、午後になると１～３時間ざっと降ってきます。早い時には12時過ぎから、遅い時には夕方の６時頃から始まります。昼間の気温はかなり上昇して直射日光の下での暑さは厳しくなりますが、夜になると下がり、クーラーのお世話にならずベッドの上にごろっと転がるだけで眠れます。日によってはタルケットが欲しいくらいです。

  David市に住んでいる人達は、ほとんどがメスチーノ（インディオとスペイン人との混血）で、肌の色も黄色でアジア人によく似ています。さらに背丈も太り具合もほぼ同じで位で圧倒されることもなく親しめます。大きく違うところは顔の彫りが深いことで、その上に女性は胸と腰の張りがよいので魅力的です。また、独特の衣装を着けたインディオもぽつぽつ見られますが、ほとんどが物乞いを生業？にしています。たぶん田舎から出てきてそのまま居着いたものと思われます。彼らは山岳部の田舎に行けばたくさん見られます。もちろんこれらの人たちは何らかの仕事をもって生計を立てています（詳細については後日）。また、パナマ市内ではごく普通に見られた黒人やその混血は非常に少なく、たまにお目にかかれる程度です。

農業分野：私の仕事に関係しますが、Chiriquí県の農業について紹介します。この県ではパナマ国の農作物の大半が生産され、気象的に暑い平地では陸稲、バナナ、油ヤシ、トウモロコシ、キャッサバ、涼しい山間地ではジャガイモ、野菜全般、コーヒが中心です。牧畜（牛）は高度に関係なくかなり盛んです。

陸稲は字の通り畑地で栽培する稲ですが、栽培地が平坦地であることと、連日雨が降ることで、やや水不足の水田で栽培しているような感じです。すべてインディカ種で、粒が細長いいわゆる外米です。５月初め頃に播種されたようで、まだ生育中期の段階で、穂が出るまでにはかなり日数がかかるでしょう。広い畑にばらまきされ、大型機械が導入されています。

バナナは生食用（Guinea）と料理用（Platano）があります。南部地域ではチキータ社が広大な土地にバナナを栽培して（いわゆるプランテーション）、収穫・洗浄・選別・箱詰めを一環作業で行い、海外へ輸出しています。防風林に囲まれたバナナ畑がどこまでも続き、その間を道が縦横に通っていて、まったく同じ景色が続くので何処を走っているのやらまったく分からず、同じ道を行ったり来たりしているような錯覚に陥ります。

油ヤシは棘のついた葉を四方に広げたヤシで、20年も経つと非常に背が高くなって見上げるようになります。一歩この林にはいると、圧倒されてなんとも言えぬ不気味な感じを受けます。このヤシは日本のテレビでもしばしば紹介されています。果実はピンポン球のような果実が数百個集まって一つの果実房となっており、大きさは一抱え（約20 kg）もあり、おまけに鋭い棘がいっぱいついているので危険です。そのため、作業する人は干し草を扱う三つ又のヤスのような物で突き刺して車に積みこみます。

Davidに赴任してから２ヶ月に過ぎずまだ十分なことは分かりませんが、市内および周辺の村々での安全性は非常に高く、みんな親切で、非常に正直です。お金をごまかされることもなく、こちらが間違えて支払っても返してくれます。
